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２０１５年８月２７日 

 

～将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用する意思のある方が７３．９％～ 

シニア層の補聴器に関する意識調査報告 
 

リオン株式会社 

 

リオンは、シニア層（６０歳から７４歳）を対象に、補聴器に関する意識調査を実施しましたのでご

報告します。なお、調査対象者は、補聴器を使用していない方です。 

 

■調査結果の要約 

 

●最近、耳が聞こえにくくなったと感じる方が４７．５％ 

・最近、耳が聞こえにくくなったと感じることがあるかとの質問で、「よくある」「たまにある」の回答

を合算すると、６０歳から６４歳が４７．２％、６５歳から６９歳が４７．７％、７０歳から７４歳で４７．５％

になり、６０歳から７５歳ではほぼ同じ比率となりました。 

・さらに、最近、耳が聞こえにくくなったと感じている方（「よくある」「たまにある」の回答者の合算）

では、「騒がしい場所での会話が聞き取りづらい」（６５．６％）、「ボソボソ話す人の声がわからな

い」（６０．８％）が上位となっています。 

 

●将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用する意思のある方が７３．９％に達する  

・全員の方に、将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用するか質問したところ、「補聴

器を使用する」との回答が７３．９％に達していることが判明しました。 

 

●補聴器を使用する理由は、家族や友だちとの会話（コミュニケーション）を楽しみたいから 

・将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用するとの回答者へ、その理由を質問したとこ

ろ、「家族や友だちとの会話（コミュニケーション）を楽しみたいから」が６４．７％、「日常生活で

ハンディキャップとなると思うから」が５７．２％となっています。 

 

●将来、補聴器を使用する際、選ぶ補聴器のタイプは、耳あな型、目立ちにくい、防水型 

・将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用するとの回答者が選ぶ補聴器のタイプ 

①．「耳あな型補聴器」３１．２％：「耳かけ型補聴器」１４．７％、 

②．「できるだけ目立ちにくい補聴器」７３．８％：「カラーやデザインを楽しめる補聴器」９．７％ 

③．「防水性能のある補聴器」６６．１％：「防水性能がない補聴器」３．５％ 

  

●将来、耳が聞こえにくくなった場合、ためらわずに補聴器を使用する方が２７．３％ 

・将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用するとの回答者へ、その際にためらいがある

か質問したところ、「ためらいはない」２７．３％、「ためらいがある」７２．７％となりました。 

・ためらう理由は、「補聴器を使用することがわずらわしいと思うから」が最も多く５１．４％。一方、

「補聴器を付けると年寄りに見られるから」や「耳が聞こえにくくなっていることを周りに知られた

くないから」など、周りの目を意識しての理由は、２０％以下にとどまっています。 
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■調査結果 

１．最近、耳が聞こえにくくなったと感じる/４７．５％ 

 

最近、耳が聞こえにくくなったと感じることがあるかとの質問に、「よくある」が１０．７％、「た

まにある」が３６．８％となり、合算すると４７．５％となっています。 

さらに、年齢別で見ると、最近、耳が聞こえにくくなったと感じている方（「よくある」「たまに

ある」の合算）は、６０歳から６４歳が４７．２％、６５歳から６９歳が４７．７％、７０歳から７４歳で４７．

５％になり、６０歳から７５歳で、ほぼ同じ比率となりました。 

 

Ｑ１．最近、耳が聞こえにくくなったと感じることがありますか？  ※カッコ内は実数 

  ６０歳から６４歳 ６５歳から６９歳 ７０歳から７４歳 全体 

よくある ８．６％（１９） ９．２％（２０） １４．３％（３１） １０．７％（７０） 

たまにある ３８．６％（８５） ３８．５％（８４） ３３．２％（７２） ３６．８％（２４１） 

感じている ４７．２%（１０４） ４７．７％（１０４） ４７．５％（１０３） ４７．５％（３１１） 

あまりない ２９．５％（６５） ２９．４％（６４） ２７．６％（６０） ２８．９％（１８９） 

まったくない ２３．２％（５１） ２２．９％（５０） ２４．９％（５４） ２３．７％（１５５） 

感じていない ５２．７%（１１６） ５２．３％（１１４） ５２．５％（１１４） ５２．５％（３４４） 

合計 １００％（２２０） １００％（２１８） １００％（２１７） １００％（６５５） 

 

２．聞こえに関して日常生活で経験があることは、 

・騒がしい場所での会話が聞き取りづらい/６５．６％ 

・ボソボソ話す人の声がわからない/６０．８％ 
 

最近、耳が聞こえにくくなったと感じている方（Ｑ１で、「よくある」「たまにある」の回答者３１１

名）に、聞こえに関して日常生活で経験があることを複数回答で質問したところ、「騒がしい

場所での会話が聞き取りづらい」（６５．６％）、「ボソボソ話す人の声がわからない」（６０．

８％）、「内容がわかりにくいためテレビのボリュームを上げてしまう」（５６．６％）、「きちんと聞

き取れなく、あいまいな返事をすることがある」（４８．９％）となっています。 

 

Ｑ２．聞こえに関して日常生活で経験があることは？ 複数回答 Ｎ=３１１ 

 実数 比率 

騒がしい場所での会話が聞き取りづらい ２０４ ６５．６％ 

ボソボソ話す人の声がわからない １８９ ６０．８％ 

内容がわかりにくいためテレビのボリュームを上げてしまう １７６ ５６．６％ 

きちんと聞き取れなく、あいまいな返事をすることがある １５２ ４８．９％ 

テレビのバラエティーなどでタレントの話がわかりにくい ９５ ３０．５％ 

周囲の人から聞こえが悪いと言われる ６２ １９．９％ 

知らない話題になると聞こえにくいと感じる ６１ １９．６％ 

これらの経験は無い ８ ２．６％ 

    ※回答者は、最近、耳が聞こえにくくなったと感じている方 
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３．将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用する意思がある/７３．９％ 

将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用するか質問したところ、補聴器を使用す

るとの回答が７３．９％に達していることが判明しました。 

 

Ｑ３．将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用しますか？ 

 実数 比率 

補聴器を使用する ４８４ ７３．９％ 

補聴器を使用しない １７１ ２６．１％ 

合計 ６５５ １００％ 

 

４．補聴器を使用する理由は、 

家族や友だちとの会話（コミュニケーション）を楽しみたいから/６４．７％ 
 

将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用する意思のある方（４８４名）に、補聴器

を使用する理由を質問したところ、「家族や友だちとの会話（コミュニケーション）を楽しみた

いから」が６４．７％に達しています。「日常生活でハンディキャップとなると思うから」が５７．

２％、「テレビやラジオ、映画などを楽しみたいから」が５６．８％と続いています。 

 

Ｑ４．将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用する理由 複数回答 Ｎ＝４８４ 

 実数 比率 

家族や友だちとの会話（コミュニケーション）を楽しみたいから ３１３ ６４．７％ 

日常生活でハンディキャップとなると思うから ２７７ ５７．２％ 

テレビやラジオ、映画などを楽しみたいから ２７５ ５６．８％ 

旅行など外出先で不便を感じたくないから ２２６ ４６．７％ 

災害時に必要があると思うから １５８ ３２．６％ 

音楽やコンサートを楽しみたいから １０７ ２２．１％ 

地域での様々な活動で必要があると思うから １０１ ２０．９％ 

仕事上で必要があると思うから ６９ １４．３％ 

演劇や落語などを楽しみたいから ６７ １３．８％ 

その他 ２ ０．４％ 

※回答者は、将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用する意思のある方 
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５．将来、補聴器を使用する際、選ぶ補聴器のタイプは、耳あな型/３１．２％ 

将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用する意思のある方（４８４名）に、選ぶ補

聴器のタイプを質問したところ、「耳あな型」が３１．２％、「耳かけ型」が１４．７％となりました。 

 

Ｑ５．将来、耳が聞こえにくくなった場合、選ぶ補聴器のタイプは？ 

 実数 比率 

耳あな型補聴器 １５１ ３１．２％ 

耳かけ型補聴器 ７１ １４．７％ 

わからない ２６２ ５４．１％ 

合計 ４８４ １００％ 

※回答者は、将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用する意思のある方 

 

６．将来、補聴器を使用する際は、できるだけ目立ちにくい補聴器/７３．８％ 

将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用する意思のある方（４８４名）に、どのよう

なデザインの補聴器を選ぶか質問したところ、「できるだけ目立ちにくい補聴器」が７３．８％、

「カラーやデザインを楽しめる補聴器」が９．７％となりました。 

 

Ｑ６．将来、耳が聞こえにくくなった場合、どの様なデザインの補聴器を選びますか？ 

 実数 比率 

できるだけ目立ちにくい補聴器 ３５７ ７３．８％ 

カラーやデザインを楽しめる補聴器 ４７ ９．７％ 

わからない ８０ １６．５％ 

合計 ４８４ １００％ 

※回答者は、将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用する意思のある方 

 

７．将来、補聴器を使用する際、防水性能のある補聴器を選ぶ/６６．１％ 

将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用する意思のある方（４８４名）に、防水性

能がある補聴器を選ぶか質問したところ、「防水性能のある補聴器」が６６．１％、「防水性能

がない補聴器」が３．５％となりました。 

 

Ｑ７．将来、耳が聞こえにくくなった場合、防水性能がある補聴器を選びますか？ 

 実数 比率 

防水性能のある補聴器 ３２０ ６６．１％ 

防水性能がない補聴器 １７ ３．５％ 

わからない １４７ ３０．４％ 

合計 ４８４ １００％ 

※回答者は、将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用する意思のある方 
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 ８．将来、耳が聞こえにくくなった場合、ためらわずに補聴器を使用する/２７．３％ 

将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用する方４８４名に、その際、ためらいがあ

るか質問したところ、「ためらいはない」２７．３％、「ためらいがある」７２．７％となりました。 

 

Ｑ６．将来、補聴器を使用する際、ためらいがありますか？ 

 実数 比率 

ためらいはない １３２ ２７．３％ 

ためらいがある ３５２ ７２．７％ 

合計 ４８４ １００％ 

※回答者は、将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用する意思のある方 

  

７．将来、補聴器を使用する際、ためらう理由は、わずらわしい/５１．４％ 

将来、耳が聞こえにくくなった場合、補聴器を使用する意思のある方（４８４名）の内、使用

する際にためらいがある方（３５２名）に、ためらう理由を複数回答で選んでいただきました。 

結果、「補聴器を使用することがわずらわしいと思うから」が最も多く５１．４％。続いて、「補

聴器でどのくらい改善されるかわからないから」４４．３％、「補聴器は高額だから」４２．９％とな

っています。 

一方、「補聴器を付けると年寄りに見られるから」や「耳が聞こえにくくなっていることを周り

に知られたくないから」など、周りの目を意識しての理由は意外と低く、２０％以下にとどまって

います。 

 

Ｑ７．将来、補聴器を使用する際、ためらいがある理由 複数回答 Ｎ=３５２ 

 実数 比率 

補聴器を使用することがわずらわしいと思うから １８１ ５１．４％ 

補聴器でどのくらい改善されるかわからないから １５６ ４４．３％ 

補聴器は高額だから １５１ ４２．９％ 

補聴器を付けると年寄に見られるから ５９ １６．８％ 

耳が聞こえにくくなっていることを周りに知られたくないから ３９ １１．１％ 

補聴器の購入の方法がわかりにくいから ２８ ８．０％ 

その他 ２６ ７．４％ 
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■調査概要 

  

１）調査対象者 

   ・補聴器を使用していない６０歳から７４歳の男女計６５５サンプル 

  ６０歳から６４歳 ６５歳から６９歳 ７０歳から７４歳 計 

男性 １１０ １０８ １０８ ３２６ 

女性 １１０ １１０ １０９ ３２９ 

合計 ２２０ ２１８ ２１７ ６５５ 

 

 ２）調査方法、時期、調査地域 

   ・調査方法：インターネット調査 

・調査時期：２０１５年７月下旬 

・調査地域：全国 

 

 


